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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、高温・強電場下のセラミックスで発現するフラッシュ現象下の物質輸送の特異な促進

メカニズムの解明を目指した基礎研究として実施された。フラッシュ現象下では、強電場印加によ

る電気化学的還元に起因して生成される酸素空孔が特に粒界に集中し、高温下におけるセラミック

スのカチオンの粒界拡散を大幅に促進するため、温度効果以外にフラッシュ現象独自の非熱的な拡

散促進メカニズムが存在すること、電流・電力密度の上昇に伴う酸素空孔濃度の上昇がカチオンの

粒界拡散の活性化エネルギーを低下させるため、微細粒組織になる程その促進効果が増大すること

を明らかにした。また、フラッシュ現象の実用化の可能性も検証し、焼結に加え、バルクセラミッ

クスの亀裂修復や接合などにも非常に有用であることを明らかにしたもので、材料工学上寄与する

ところが大きい。よって本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める。 


